
日 時： 令和元年7月19日（金）18:30～20:00
場 所： 名古屋大学 大幸キャンパス 本館２階 第２講義室
対 象： 大学院生、学部生、教員、医療従事者

健康で豊かな高齢社会のために 名古屋大学ライフトピア

高橋徳幸先生

SCAT(スキャット)とは，
Steps for Coding And Theorization の略で，質的研究のためのデータ分析手法

＜お問い合わせ先＞

〒461-8673 名古屋市東区大幸南1－1－20

名古屋大学大学院医学系研究科（保健学）

このセミナーは保健学セミナー（THP養成コース）の単位認定プログラムです。

Email： thp＠met.nagoya-u.ac.jp
http://www.met.nagoya-u.ac.jp/THP/index.html

「量」では測れないものを科学的に考えるためにー（大谷 尚2019,

著書オビより）質的研究は、量的には測定できないものの意味を

科学的に表現することができます。患者や家族、医療者の語りと
いった言語データが用いられることも多く、医療系でも広く実践
されています。よって既によくご存知の研究者の方もおられるか
もしれません。
しかし質的研究といってもそのパラダイムや方法は様々であるた
め、本セミナーでは、まず質的研究の概論を共有します。その後
最近医療系研究者の間で急速に使われ始めている質的データ分析
手法SCATの紹介をいたします。最後に、実際にSCATを用いた研
究について紹介いたします。質的研究に興味があるもしくは既に
行なっている医療従事者・研究者の方にとって、少しでも有益な
機会になれば幸いです。

（名古屋大学大学院医学系研究科
地域医療教育学講座）


